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みる説明は多くなされるが︑その端緒 ある 論になると︑あたかも︑頬かむりするか触らぬ神に祟りなし するか いずれ せよ論じないほうがいいと決め込ん いるようである︒このことは︑ヘーゲルとオリエント（中国︑インド︑ペルシア エジプト） 関係に真正面から取り組む論文が本邦で極端に少ないことに如実に現 てい ︒　
こうしたなかで︑ヘーゲルの﹁世界史哲学講義﹂で展開されたオリエ
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Ilting, 526 ） ︒イルティング版は︑主要にはこの二つを合体した


















しての近代︱︱﹁世界史の哲学﹂講義にみられる近代認識の発展﹂ ︑加藤尚武編﹃ヘーゲル哲学への新視角﹄ ︑創文社︑一九九九年︑二〇五～二二八頁︒権左武志﹃ヘーゲルにおける理性・国家・歴史﹄ ︑岩波書店︑二〇一〇年︒
（
4） 和辻哲郎﹃風土︱︱人間学的考察︱︱﹄ ︑岩波文庫︑一九七九年（原著一九二







た科学研究費補助金による研究（研究課題﹁ヘーゲル世界史哲学にオリエント世界像を結ばせた文化接触資料とその世界像の反歴史性﹂課題番号二一三二〇〇〇〇八）の成果の一部である︒この研究では︑中国分野で橋本敬司（広島大学） ︑インド分野で久間泰賢（三重大学） ︑ペルシア分野で東長靖（京都大 ） ︑エジプト分野で栗原裕次（東京学芸大学）が資料の吟味を行っている︒また︑ヘーゲルの議論の位置づけについて︑板橋勇仁（立正大学 田中智彦（東京医科歯科大学）が検討している︒
（
7） ﹃法の哲学要綱﹄によると︑オリエントの国では︑ ﹁実体的精神﹂に﹁個体的人格性が埋没して無権利である﹂
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を打破するためにも︑和辻は︑ ﹁世界史は風土的に異なる諸 民にそれぞれその場所 与え得な
くてはならない︒ ﹂ （ ﹃
風土﹄二七八）と言って済ませるのではな
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18） ライプニッツ﹁最新中国情報﹂ （一六九九年） ︑山下正男訳︑ ﹃ライプニッツ著
作集﹄十︑一九九一年︑九一～一一〇頁︒同﹁０と１の数字だけを使用する二進法算術の解説︑ならびにこの算術の効用と中国古代から伝わる伏羲の図の解読に対するこ 算術の貢献について﹂ （一七〇三年） ︑山下 男訳︑前掲書︑九～一四頁︒同﹁中国自然神学論
︱
中国哲学についてド・レモン氏に宛てた書




























21） Friedrich Schlegel, U
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き課題となる︒ただ︑そのさい 実体の成立そのものがヘーゲルにとって意味のあること み か否か ということがある︒お らく︑それは︑意味があるのであろう︒
